
○路線の概要

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）は、都心から半径約４０～６０kmの３環状道路の一

番外側に計画されている延長約３００kmの自動車専用道路です。この圏央道は、都心か

ら延びる放射道路を環状に連絡することにより都心部の通過交通の抑制と流入する交通を

分散し、渋滞の緩和による走行時間の短縮や周辺地域の環境改善効果を担っています。

また、茅ヶ崎・寒川・海老名等の都市を連絡し、神奈川県中央部の慢性的な渋滞の解消

や地域の環境改善、移動時間の短縮による行動範囲の拡大など様々な効果が期待できます。

現在、西久保JCT（仮称）～海老名南JCT（仮称）間における用地取得率は約９５％と

なっています。

○事業認定申請区間

国土交通大臣及び中日本高速道路株式会社起業に係る事業

一般国道468号新設工事[有料道路名「首都圏中央連絡自動車道」新設工事]及びこれ

に伴う町道付替工事

【全体計画①】

・区間 自：神奈川県茅ヶ崎市西久保字上ノ町地内

至：神奈川県海老名市門沢橋字新田地内

・延長 ７．８ｋｍ

【起業地計画①－１】

・区間 自：神奈川県茅ヶ崎市萩園字深田地内

至：神奈川県高座郡寒川町田端地内

・延長 １．７ｋｍ

【起業地計画①－２】

・区間 自：神奈川県高座郡寒川町宮山地内

至：神奈川県高座郡寒川町倉見地内

・延長 １．４ｋｍ

国土交通大臣起業に係る事業

一級河川相模川水系相模川改修工事

【全体計画②】

・区間 自：神奈川県高座郡寒川町宮山地内

至：神奈川県高座郡寒川町倉見地内

・延長 ０．９ｋｍ

【起業地計画②】

・区間 自：神奈川県高座郡寒川町宮山地内

至：神奈川県高座郡寒川町倉見地内

・延長 ０．９ｋｍ
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※海老名北ＪＣＴ（仮称）、海老名北ＩＣ（仮称）は海老名ＪＣＴ、海老名ＩＣと名称決定いたしました。
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○用地取得の状況

用地については、今後も任意による用地買収のご協力が得られるよう、精一杯努

めて参ります。
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○工事の進捗状況

西久保ＪＣＴ（仮称）～海老名南ＪＣＴ（仮称）間では、橋梁等の工事を進めて

います。

西久保ＪＣＴ（仮称）付近 寒川北ＩＣ（仮称）付近

※写真の撮影日は平成21年3月現在
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○整備効果（時間短縮効果）

西久保ＪＣＴ（仮称）～海老名南ＪＣＴ（仮称）間を含む圏央道が完成するこ

とにより、すでに供用済みの区間と合わせ、広域的な高速ネットワークが形成さ

れることとなり、時間短縮効果が見込まれます。

例えば、横浜港から関越自動車道の東松山ＩＣまでの所要時間は、現況の179

分から90分短縮され、89分になると見込まれています。また、横浜港から中央

自動車道の大月ＪＣＴまでの所要時間は、現況の174分から98分短縮され、76

分になると見込まれています。同様に、横浜港から東名高速道路の静岡県境まで

の所要時間についても、現況の75分から11分短縮され、64分になると見込まれ

ています（図-1）。

また、平塚市内にある馬入工業団地から関越自動車道の鶴ヶ島ＪＣＴまでの所

要時間についても、現況の136分から73分短縮され、63分になると見込まれて

います（図-2）。

このように、順次供用予定である圏央道の他区間と連絡することにより、各方

面への所要時間が短縮し、広域物流輸送の効率化などが図られます。
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（図-１）



約７３分

短縮

※現況はH17センサスの混雑時平均旅行速度で所要時間を算出

※整備後は，H17現況に圏央道が全線整備された場合を想定したネットで所要時間を算出

※圏央道は設計速度で算出

平塚市内の工業団地の一つ

である馬入工業団地

■平塚市内の工業団地～鶴ヶ島JCT（関越自動車道）の所要時間

※起点：馬入工業団地（平塚市堤町） 終点：関越自動車道鶴ヶ島JCT

平塚市内の
工業団地

整備後：63分

現況：136分

（図-２）




